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意 見 交 換 の 内 容       （凡例 ◆地区の意見 ◇議員の意見）

意 見 交 換 会 実 施 報 告 書 （地区コミ単位） 
【５班】 

地 区 コ ミ 子岳地区コミュニティ協議会 参加人員 １２人 

開 催 日 時 平成２６年 ５月３０日（金） １４：００ ～  １５： １５  

開 催 場 所 子岳地区コミュニティセンター 

出 席 議 員 

（ 担 当 ） 

議 員 名 出欠 担 当 議 員 名 出欠 担 当 

川畑 善照 ○  持原 秀行 ○ 記録・報告書作成

杉薗 道朗 ○ 司会進行 帯田 裕達 －  

永山 伸一 ○ 議会活動報告    

 

 

１ 観光用遊歩道及び展望所の整備について 

 《概要》 

 ◆ 当地区は、甑島の他地区より疎外されていると感じる。景観については他地区に劣らず、

むしろ見栄えがすると思われる。ミッチリは、夏はかのこゆり、野カンゾウの自生、秋には

野菊、ミッチリから見るナポレオン岩の景観等、１年を通しての見所がある。 

   ミッチリまでの遊歩道の整備、展望台を設置することで観光客の増加も見込まれると考え

るため整備についてお願いしたい。 

 ◇ 先ほど、現地に行き確認をしたが、登り口近くには砂防ダムがあり、その周辺も大きく崩

落している。急傾斜でもあり難しいのではと体感的には感じたところである。 

 ◆ この地区一帯は、人工的に植栽したかのこゆりではなく自然発生的なもので、貴重な場所

であり、甑島で一番の景観地であると自負している。何とか整備して欲しい。 

 ◇ 行政は安全性を最も重要視している。実施するには、地元でも協議して欲しいが、どうい

う方法があるのか方策を検討させてみたい。 

  

２ 災害時の避難場所確保・整備について 

 ◆ 現在、松山地区（コーゲーシ）に避難場所の設置計画を進めていただいているところであ

るが、松山地区だけでは、川向かいにある住民の避難に無理がある。もう一か所、白浜地区

（チョーエンダ）への避難場所確保をお願いしたい。 

   先日、地域住民で竹や雑草の伐採を行ったところ、段々畑の跡地でもあることから人が登

っていける状況であった。何とか市の方で整備していただきたい。 

 ◆ 浜田川の浜田橋から前ノ田橋の左岸側、特に下水処理場から浜田橋までの整備・舗装をお

願いしたい。 

 ◇ 右岸側の斜面からの崩落も過去にはあったとのことであり、災害時の避難道路としても活

用できることから、左岸川と右岸側の一部舗装等について関係部課と調整を図りたい。 

 

３ 子岳地区コミュニティセンター前の土地利用について 

 ◆ 子岳地区コミュニティセンターの市有地を埋め立てて、駐車場として活用したい。 

   地区コミの敷地も狭隘であり、出張診療車（週２回）が来た場合、出入りが大変困難な状

況となっている。 

 ◇ 敷地内に立っているブロック塀を取り除き段差解消を行い、採石等を入れるだけであれば

造作もないことと考えるので、関係各課と連携を取りながら調整したい。 
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４ その他 

 ◆ 自然災害時において、特に停電等になった場合は、テレビからの情報が入らなくなり、ラ

ジオで情報を入手する以外方法がない。しかしながら現在この地区においては、車のラジ

オ・ＦＭ放送も、電波が受信できない状況にある。何とかＮＨＫだけでも入るようにならな

いのか、情報を入手できないことは非常に不安である。これは、甑地域の西海岸地区は全て

ではないかと思う。 

 ◇ 緊急時に情報が入らないということは、本当に不安である。このことについては、この地

域だけの問題ではないので、きちんと調査してみたい。 

 ◆ 浜田川河川の中には、生い茂った竹、草、木などが存在する。寄り洲を含め除去をお願い

したい。 

 ◇ 河川内の寄り洲除去、草木の伐採工事等をするには、漁業従事者の皆さん方との兼ね合い

もあると考えるので、主管する部署と十分に連携を図りながら進められるよう伝えたい。 

 

 

＊ 要望等の対応結果 

○ 白浜地区の災害時の避難場所確保・整備については、地元の方で伐採等してあるので、

現地を調査するよう主管課へ伝えた。 

○ 浜田川の左岸側、浜田橋から前ノ田橋までの整備については、取りあえず伐採と採石散

布を即決工事した。その後、河川管理者である県と協議し、舗装工事をする計画となった

とのこと。 

○ 子岳地区コミュニティセンター前の土地利用については、コミュニティ協議会で駐車場

として活用するのであれば、コミュニティマイスター事業を活用していだきたい。同事業

は、施設を整備するためのブロック等の消耗品費、採石・生コン等の原材料費、重機の借

り上げ料を 20 万円を上限とし、現物支給し、地域の皆さんで整備していただく事業であ

り、多くの自治会、コミュニティ協議会で活用されている。 

 


